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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 23,100 0.6 660 △38.2 758 16.9 302 109.2
24年3月期 22,971 1.9 1,069 △35.5 648 △50.7 144 △85.5

（注）包括利益 25年3月期 2,350百万円 （52.1％） 24年3月期 1,545百万円 （192.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 1.79 ― 0.7 1.4 2.9
24年3月期 0.82 ― 0.3 1.2 4.7

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  26百万円 24年3月期  27百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 53,868 45,615 84.5 269.44
24年3月期 53,122 44,170 82.9 254.83

（参考） 自己資本   25年3月期  45,501百万円 24年3月期  44,062百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 1,646 △396 △900 7,545
24年3月期 327 △1,479 △1,253 7,148

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 518 364.5 1.2
25年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 506 167.8 1.1
26年3月期(予想) ― 0.00 ― 3.00 3.00 105.5

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,200 1.7 370 △18.5 370 12.3 220 52.8 1.30
通期 23,500 1.7 800 21.2 800 5.5 480 58.5 2.84



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)第1四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細
は、添付資料16ページ「4.連結財務諸表(5)連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 有
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 188,195,689 株 24年3月期 188,195,689 株
② 期末自己株式数 25年3月期 19,322,965 株 24年3月期 15,282,940 株
③ 期中平均株式数 25年3月期 169,370,900 株 24年3月期 175,810,066 株

（参考）個別業績の概要 

平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 22,205 0.2 745 △33.9 1,039 22.1 682 67.9
24年3月期 22,153 1.3 1,127 △28.4 851 △39.9 406 △66.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 4.03 ―
24年3月期 2.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 53,950 45,815 84.9 271.30
24年3月期 53,574 44,693 83.4 258.47

（参考） 自己資本 25年3月期  45,815百万円 24年3月期  44,693百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表に対する監
査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「1.経営成績・財政状態に関する分析 (1)経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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アツギ株式会社（3529）平成 25 年 3 月期　決算短信

1



 

 

 

 

1. 経営成績・財政状態に関する分析 

(1) 経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、一部では緩やかな景気回復の兆しが見られてはいるものの、欧州債務問

題の長期化などによる世界経済の減速懸念、円高や株価の低迷などにより国内景気は先行き不透明な状況で推移し

ました。一方で、平成 24 年 12 月の政権交代以降は、景気回復への期待感から円安と株価上昇が進みました。 

繊維業界においては、個人消費に大幅な改善は見られず、デフレが継続する中で企業間競争が一段と激化するな

ど、依然として厳しい環境にあります。 

このような状況において当社グループは、原料加工から最終製品までを一貫生産し販売する専業メーカーとしての

特性を活かし、価格を上回る価値ある商品の企画開発と、グループ全社を挙げて効率性アップに取り組み、収益改善

に努めておりますが、原材料高や中国における人件費高騰等のコスト増加や、個人消費の低調など、厳しい経営環境

が続いております。 

この結果、当連結会計年度の売上高は 23,100 百万円（前年同期比 0.6％増）、営業利益は 660 百万円（前年同期

比 38.2％減）、経常利益は 758 百万円（前年同期比 16.9％増）、当期純利益は 302 百万円（前年同期比 109.2％増）

となりました。 

 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

靴下部門はプレーンストッキングのブランドとして定着してまいりました「ＡＳＴＩＧＵ（アスティーグ）」をはじめとするベ

ーシック商品やセパレート商品が順調に推移しました。一方でタイツなどの季節商品やトレンド性の高い商品、ソック

スなどの伸び悩みはありましたが、同部門の売上高は 19,389 百万円（前年同期比 1.7％増）となりました。 

インナーウエア部門はニューインナー関連商品など好調な商品もあるものの、全般的には厳しく、同部門の売上高

は 2,663 百万円（前年同期比 5.9％減）となりました 

これらの結果、繊維事業の売上高は 22,052 百万円（前年同期比 0.7%増）、営業利益は 245 百万円（前年同期比

63.8%減）となりました。 

 

〔不動産事業〕 

長引く不動産不況の影響を受けて依然として厳しい状況が続いており、当事業の売上高は 615 百万円（前年同期

比 2.8％減）、営業利益は 421 百万円（前年同期比 8.9%増）となりました。 

 

〔その他〕 

その他の事業につきましては、介護用品が市場環境の変化などにより伸び悩み、当事業の売上高は 432 百万円

（前年同期比 2.7％減）、営業損失は 7 百万円（前年同期は 3 百万円の利益）となりました。 

 

 

② 次期の見通し 

次期の見通しにつきましては、経済対策の効果などにより景気回復の兆しが見られ始めているものの、本格的な回

復には至っておらず、依然として国内景気は先行き不透明な状況で推移することが予想され、コスト増加や低調な個

人消費は今後も続くと考えられます。このような状況の中で、当社グループは、国内市場の活性化に向け、価格を上回

る価値ある商品作りとエネルギー問題などにも対応するべく経営の効率化、合理化を進めてまいります。同時に、海外

販売では主に中国国内において直販体制を整え、販売強化を図ってまいります。 

以上により、次期(平成 26 年３月期)の連結業績見通しにつきましては、売上高 23,500 百万円(当期（平成 25 年３

月期）は 23,100 百万円)、営業利益 800 百万円(当期は 660 百万円）、経常利益 800 百万円（当期は 758 百万円）、

当期純利益 480 百万円（当期は 302 百万円）を見込んでおります。 
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(2) 財政状態に関する分析 

① 連結財政状態 

当連結会計年度末における総資産は 53,868 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 745 百万円増加いたしました。

主な増減内容は、現金及び預金の増加 339 百万円、繰延税金資産の減少 502 百万円、株価の上昇による投資有価

証券の増加 915 百万円等によるものであります。 

負債の部は、8,253 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 699 百万円減少いたしました。未払法人税等の減少

241 百万円、繰延税金負債の増加 304 百万円と、その他で通貨オプションの時価評価による減少 659 百万円等による

ものであります。 

純資産の部は、45,615 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,445 百万円増加いたしました。当期純利益を 302

百万円計上しましたが、前期決算に係る配当金 518 百万円等により、利益剰余金が 215 百万円減少となり、市場買付

等による自己株式の取得387百万円等により、株主資本合計は602百万円減少となりました。また、その他の包括利益

累計額は 2,040 百万円増加しましたが、その他有価証券評価差額金、繰延ヘッジ損益および為替換算調整勘定の増

加等によるものであります。 

この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は、前連結会計年度末の 82.9％から 84.5％となっております。 

 

 

② 連結キャッシュ･フローの状況 

〔営業活動によるキャッシュ･フロー〕 

営業活動によるキャッシュ･フローは、税金等調整前当期純利益 758 百万円の計上と、減価償却費 1,131 百万円、

法人税等の支払い 485 百万円等により、差引 1,646 百万円の収入となりました。 

〔投資活動によるキャッシュ･フロー〕 

投資活動によるキャッシュ･フローは、主に有形固定資産の取得 761 百万円等により、396 百万円の支出となりまし

た。 

〔財務活動によるキャッシュ･フロー〕 

財務活動によるキャッシュ･フローは、自己株式の市場買付等 387 百万円、配当金の支払い 513 百万円等により、

900 百万円の支出となりました。 

この結果、当期連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 396 百万円

増加し、7,545 百万円となりました。 

 

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 21 年 

3 月期 

平成 22 年 

3 月期 

平成 23 年 

3 月期 

平成 24 年 

3 月期 

平成 25 年 

3 月期 

自己資本比率(%) 82.0 83.0 82.2 82.9 84.5

時価ベースの自己資本比率(%) 44.2 41.1 35.2 34.5 34.8

インタレスト･カバレッジ・レシオ

(倍) 
― ― ― ― ―

※自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

インタレスト･カバレッジ・レシオ：キャッシュ･フロー／利払い 

（注1） いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注2） 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 
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(3) 利益配分に関する基本方針及び当期･次期の配当 

当社の利益配当金についての基本政策は、収益の状況や内部留保の水準等を総合的に勘案して決定する考えで

ありますが、同時に安定配当に留意することも大切であると考えております。この考え方に基づき、当期の業績等を総

合的に判断し、平成 25 年３月期の期末配当金につきましては、１株当たり３円といたします。次期の配当につきまして

は、当期と同様に期末配当金として、１株当たり３円を予定しております。 

 

 

(4) 事業等のリスク 

当社グループの経営成績、財政状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクおよび変動要因は以下に記載するとお

りであります。当社グループでは、これらのリスクの存在を認識した上で、当該リスクの発生に伴う影響を極力回避する

ための努力を継続してまいります。 

 

① 為替レートの変動リスク 

当社グループは、生産拠点の海外シフトに伴い、外国通貨建ての取引が増加しております。従って、当社グループ

の取引および投資活動等に係る損益は、外国為替の変動により影響を受ける可能性があります。 

また、当社グループは、ヘッジ取引により為替変動によるリスクを低減しておりますが、予測を超えた為替変動が業

績および財務状況に影響を与える可能性があります。 

② 海外事業 

当社グループは、主に生産拠点を中国へ移管しておりますが、中国政府による規制、人材確保の困難さ、通貨切上

げ等のリスクが存在します。このようなリスクが顕在化することにより、中国での事業活動に支障を生じ、業績および将来

の計画に影響を与える可能性があります。 

③ 原油価格変動リスク 

原油価格の乱高下に伴い、当社グループの主力商品である靴下の主要な原材料のナイロン糸および電力･重油等

の購入価格の上昇により、業績および将来の計画に影響を与える可能性があります。 

④ 市況による影響 

当社グループの中核である繊維事業は、市況により業績に大きな影響を受ける業種であります。市況リスクとしては、

ファッション･トレンドの変化による需要の減少、天候不順による季節商品の売上減少、デフレによる低価格商品の増加、

海外からの低価格品の輸入等により、業績および将来の計画に影響を与える可能性があります。 

⑤ 貸倒リスク 

当社グループは、販売先の状況及び過去の貸倒実績発生率による見積りに基づいて、貸倒引当金を計上しており

ますが、販売先の経済状態の悪化、その他予期せざる理由により、貸倒引当金の積み増しを行う可能性があります。 

⑥ 製造物責任･知的財産 

当社グループの製品の欠陥に起因して、大規模な製品回収や損害賠償が発生し、保険による補填ができない事態

が生じた場合や、知的財産に係わる紛争が生じ、当社グループに不利な判断がなされた場合、業績および財政状態

に悪影響を与える可能性があります。 
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2. 企業集団の状況 

当社グループは、当社、連結子会社 10 社、関連会社 1 社で構成され、靴下およびインナーウエア等の製造、仕入お

よび販売、不動産の賃貸および販売、また他に、介護用品の仕入および販売を行っております。 

 

当社グループの事業系統図は次のとおりであります。 

 

（注1） 上記 10 社は、すべて連結子会社であります。 

（注2） 上記以外に、持分法適用の関連会社「山東華潤厚木尼龍有限公司」があります。 

 

 

海外製造会社 

煙 台 厚 木 華 潤 靴 下 有 限 公 司

厚 木 靴 下 （ 煙 台 ） 有 限 公 司

阿 姿 誼 （ 上 海 ） 針 織 有 限 公 司

業務請負会社 

神 奈 川 ス タ ッ フ 株 式 会 社

ア ツ ギ 佐 世 保 株 式 会 社

海外貿易販売会社 

厚木（上海）時装貿易有限公司

阿姿誼（上海）国際貿易有限公司

海外販売会社 

厚 木 香 港 有 限 公 司

連結財務諸表提出会社 

ア ツ ギ 株 式 会 社

(国内販売と輸出) 

製品の供給

業務請負 

国内製造会社 

 
ア ツ ギ 東 北 株 式 会 社 

介護用品販売会社 

 
ア ツ ギ ケ ア 株 式 会 社 
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3. 経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社は、消費者ニーズに適応した高品質、高付加価値商品を研究開発し、信頼性の高い商品を合理的な価格で提

供するために、絶えざる経営の合理化およびコストダウンを進めてまいります。 

また、環境問題も重要課題であることを認識し、環境マネジメントシステム ISO１４００１の認証を平成 11 年に取得し、

環境保全活動を行っております。さらに、当社製品の信頼性をより高めるために、品質マネジメントシステム ISO９００１

の認証を平成 17 年に取得し、中国の生産子会社でも認証を取得しております。 

 

(2) 目標とする経営指標 

当社は、「第３次中期経営計画」において「連結売上高 260 億円」「連結営業利益 26 億円」「連結営業利益率 10％」

を数値目標として掲げていますが、経済状況の悪化等により、現在、計画を凍結いたしております。厳しい状況の中で

すが、凍結した「第３次中期経営計画」を念頭におき、引き続き目標の達成に向けて努力してまいります。 

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

わが国経済の今後の見通しにつきましては、景気回復への期待感から円安と株価上昇が進むなど変化の兆しが見

られるものの、長引くデフレから脱却するには相当に時間を要すると思われ、また、厳しい雇用・所得環境に対する先

行き不安等により、引き続き予断を許さない状況が続くものと思われます。 

この様な経営環境のもと、当社グループといたしましては、管理・生産・営業３本部連携の強化により、生産性・技術

力を更に進化させながら、内在する利益を引き出し、生販一体となって業績の伸張に努めてまいります。 

デフレと縮小する国内市場への対応を重点課題とし、商品政策では「価格を上回る価値ある商品作り」に傾注してま

いります。発売以降好調を維持しておりますプレーンストッキングの大型ブランド「ＡＳＴＩＧＵ（アスティーグ）」の販売を

更に強化し、国内市場におけるシェアアップに力を注いでまいります。併せて生産体制においては、生産と営業の連

携強化による生産計画の効率化、技術力向上への取り組み強化、生産課題解決の迅速化等によりメーカーとしてより

一層生産性の向上を図り、利益改善に力を注いでまいります。 

また、中国市場の販売強化策として、本格操業を開始しております厚木靴下（煙台）有限公司においては、中国国

内への商品供給を進めて中国市場での販売体制を構築し、併せて第三国に向けた市場開拓に取り組んでまいりま

す。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,608 7,948

受取手形及び売掛金 4,039 3,874

商品及び製品 3,944 3,821

仕掛品 2,021 2,201

原材料及び貯蔵品 698 694

繰延税金資産 363 90

その他 411 634

貸倒引当金 △15 △18

流動資産合計 19,071 19,246

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,918 17,208

減価償却累計額 △10,895 △11,181

建物及び構築物（純額） 6,022 6,026

機械装置及び運搬具 11,185 12,540

減価償却累計額 △8,235 △9,144

機械装置及び運搬具（純額） 2,950 3,396

土地 16,646 16,456

建設仮勘定 585 169

その他 715 762

減価償却累計額 △607 △650

その他（純額） 107 112

有形固定資産合計 26,312 26,162

無形固定資産   

のれん 219 186

土地使用権 207 230

ソフトウエア 24 23

その他 2 2

無形固定資産合計 453 443

投資その他の資産   

投資有価証券 6,343 7,258

繰延税金資産 230 0

その他 712 757

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 7,286 8,016

固定資産合計 34,051 34,621

資産合計 53,122 53,868
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,547 2,610

未払法人税等 328 87

賞与引当金 136 128

その他 1,951 1,213

流動負債合計 4,964 4,040

固定負債   

繰延税金負債 － 304

再評価に係る繰延税金負債 2,152 2,152

退職給付引当金 1,279 1,245

その他 557 509

固定負債合計 3,988 4,212

負債合計 8,952 8,253

純資産の部   

株主資本   

資本金 31,706 31,706

資本剰余金 9,397 9,397

利益剰余金 5,740 5,524

自己株式 △1,497 △1,884

株主資本合計 45,346 44,744

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 384 1,083

繰延ヘッジ損益 △492 146

土地再評価差額金 △751 △751

為替換算調整勘定 △424 278

その他の包括利益累計額合計 △1,283 757

少数株主持分 107 114

純資産合計 44,170 45,615

負債純資産合計 53,122 53,868
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 22,971 23,100

売上原価 14,770 15,467

売上総利益 8,201 7,633

販売費及び一般管理費 7,132 6,972

営業利益 1,069 660

営業外収益   

受取利息 16 17

受取配当金 131 145

持分法による投資利益 27 26

その他 85 110

営業外収益合計 260 299

営業外費用   

支払手数料 12 11

為替差損 544 79

租税公課 65 46

その他 58 63

営業外費用合計 680 201

経常利益 648 758

特別利益   

投資有価証券売却益 0 23

特別利益合計 0 23

特別損失   

固定資産売却損 － 4

固定資産除却損 7 9

投資有価証券評価損 127 －

投資有価証券売却損 11 5

ゴルフ会員権評価損 － 4

減損損失 51 －

事業再編損 50 －

特別損失合計 249 23

税金等調整前当期純利益 399 758

法人税、住民税及び事業税 328 204

法人税等還付税額 － △44

法人税等調整額 △70 306

法人税等合計 257 466

少数株主損益調整前当期純利益 142 291

少数株主損失（△） △2 △10

当期純利益 144 302
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 142 291

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 374 699

繰延ヘッジ損益 448 639

土地再評価差額金 469 －

為替換算調整勘定 103 678

持分法適用会社に対する持分相当額 7 42

その他の包括利益合計 1,403 2,058

包括利益 1,545 2,350

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 1,545 2,343

少数株主に係る包括利益 0 7
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 31,706 31,706

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 31,706 31,706

資本剰余金   

当期首残高 11,389 9,397

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △1,991 －

当期変動額合計 △1,991 △0

当期末残高 9,397 9,397

利益剰余金   

当期首残高 6,400 5,740

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 144 302

土地再評価差額金の取崩 △262 －

その他 △0 0

当期変動額合計 △659 △215

当期末残高 5,740 5,524

自己株式   

当期首残高 △2,772 △1,497

当期変動額   

自己株式の取得 △718 △387

自己株式の処分 2 0

自己株式の消却 1,991 －

当期変動額合計 1,274 △386

当期末残高 △1,497 △1,884

株主資本合計   

当期首残高 46,723 45,346

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 144 302

自己株式の取得 △718 △387

自己株式の処分 2 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 △262 －

その他 △0 0

当期変動額合計 △1,376 △602

当期末残高 45,346 44,744
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 10 384

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 374 699

当期変動額合計 374 699

当期末残高 384 1,083

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △940 △492

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 448 639

当期変動額合計 448 639

当期末残高 △492 146

土地再評価差額金   

当期首残高 △1,483 △751

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 731 －

当期変動額合計 731 －

当期末残高 △751 △751

為替換算調整勘定   

当期首残高 △533 △424

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 108 702

当期変動額合計 108 702

当期末残高 △424 278

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △2,946 △1,283

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,663 2,040

当期変動額合計 1,663 2,040

当期末残高 △1,283 757

少数株主持分   

当期首残高 106 107

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 0 6

当期変動額合計 0 6

当期末残高 107 114
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 43,882 44,170

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 144 302

自己株式の取得 △718 △387

自己株式の処分 2 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 △262 －

その他 △0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,663 2,047

当期変動額合計 287 1,445

当期末残高 44,170 45,615
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 399 758

減価償却費 1,065 1,131

減損損失 51 －

のれん償却額 39 32

事業再編損失 50 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18 △35

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 △7

受取利息及び受取配当金 △147 △163

持分法による投資損益（△は益） △27 △26

投資有価証券売却損益（△は益） 11 △17

投資有価証券評価損益（△は益） 127 －

ゴルフ会員権評価損 － 4

有形固定資産除却損 7 9

有形固定資産売却損益（△は益） － 4

売上債権の増減額（△は増加） △635 211

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,014 227

仕入債務の増減額（△は減少） 226 △100

未払消費税等の増減額（△は減少） 13 59

その他 188 △122

小計 325 1,967

利息及び配当金の受取額 155 163

法人税等の支払額 △154 △485

営業活動によるキャッシュ・フロー 327 1,646

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △704 △287

定期預金の払戻による収入 281 400

有形固定資産の取得による支出 △1,023 △761

有形固定資産の売却による収入 20 185

無形固定資産の取得による支出 △15 △12

投資有価証券の取得による支出 △133 △252

投資有価証券の売却による収入 95 298

貸付金の回収による収入 － 32

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,479 △396

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △536 △513

自己株式の売却による収入 2 0

自己株式の取得による支出 △718 △387

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,253 △900

現金及び現金同等物に係る換算差額 △277 47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,683 396

現金及び現金同等物の期首残高 9,832 7,148

現金及び現金同等物の期末残高 7,148 7,545
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  (5)　連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)
   該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)
1．連結の範囲に関する事項

   子会社はすべて連結しております。

   連結子会社数 10社

   主要な連結子会社 アツギ東北株式会社

煙台厚木華潤靴下有限公司

2．持分法の適用に関する事項

   持分法適用の関連会社数 １社

山東華潤厚木尼龍有限公司

3．連結子会社の事業年度等に関する事項

   連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。

   会社名 煙台厚木華潤靴下有限公司 決算日 12月末日

厚木靴下（煙台）有限公司 決算日 12月末日

阿姿誼（上海）針織有限公司 決算日 12月末日

阿姿誼（上海）国際貿易有限公司 決算日 12月末日

厚木（上海）時装貿易有限公司 決算日 12月末日

   連結財務諸表の作成に当たっては、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。

4．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等による時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定している。）

時価のないもの

移動平均法による原価法

②デリバティブ

時価法

③たな卸資産

主として移動平均法による原価法

ただし、土地は個別法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産

提出会社及び国内子会社

定率法

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については、定額法によっております。

海外子会社

定額法

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 15～65年

機械装置及び運搬具 10年
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②無形固定資産

定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）による定額法によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金

②賞与引当金

   従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度対応分を計上しております。

③退職給付引当金

(4) 重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

   繰延ヘッジ処理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

   (ヘッジ手段) 通貨オプション

   (ヘッジ対象) 外貨建予定取引

③ヘッジ方針

④ヘッジ有効性評価の方法

(5) のれんの償却に関する事項

   のれんは、10年の期間で均等償却を行っております。

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

   税抜方式によっております。

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務として自己都合要支給額を計

上しております。

当社グループは、為替変動リスクを回避する目的で通貨オプション取引を行っております。ヘッジ対象の識別

は個別契約ごとに行っております。

外貨建予定取引については、過去の取引実績等を総合的に勘案し、取引の実行可能性が極めて高いことを

事前および事後に確認しております。

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預金お

よび容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還

期限の到来する短期投資からなっております。

売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。なお、これによる当連

結会計年度の営業利益、経常利益および税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。
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（連結貸借対照表関係）

1． 関連会社に対するもの

出資金

2．

   

・再評価を行った年月日 平成14年３月31日

・再評価の方法

・再評価を行った土地の当連結会計年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

期末日満期手形

受取手形

4． 貸出コミットメント契約

   提出会社は、運転資金の効率的な調達を行うため、金融機関５行と貸出コミットメント契約を締結しております。

   当連結会計年度末における貸出コミットメントに係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額

借入実行残高

差引額

前連結会計年度

百万円

提出会社は、「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日 公布法律第34号 最終改正平成15年５月30

日）に基づき、事業用土地の再評価を行っております。なお、再評価差額については、「土地の再評価に関する

法律の一部を改正する法律」（平成11年３月31日 公布法律第24号）に基づき、当該再評価差額に係る税金相当

額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として

純資産の部に計上しております。

3,000

当連結会計年度

前連結会計年度

261

当連結会計年度

330 百万円

3,000

百万円

百万円

対象となる事業用土地の地域性、重要性及び用途を考慮して、土地の再評価に関する

法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３項に定める地方税法「昭

和25年法律第226号」第341条第10号の土地課税台帳に登録されている価格に合理的

な調整を行って算定する方法、及び第４項に定める地価税法（平成３年法律第69号）第

16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算出するために

国税庁長官が定めて公表した方法により算出した価格に合理的な調整を行って算定

する方法、また、第５項に定める不動産鑑定士による鑑定評価による方法で算定してお

ります。

　 〃　 〃

　 〃

4

3,000

百万円

　 〃-

百万円

3,000

△ 4,449 △ 4,493

-

当連結会計年度前連結会計年度

当連結会計年度

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当連結会計年度末日は金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が期末残高に含まれ

ております。

3.

前連結会計年度

6 百万円 百万円
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（連結損益計算書関係）

1． 売上原価に算入されている期末たな卸高に係る収益性の低下に伴う簿価切下げ額

2． 販売費及び一般管理費のうち主要な費目

給料手当等

賞与引当金繰入額 　 〃 　 〃

退職給付費用 　 〃 　 〃

貸倒引当金繰入額 　 〃 　 〃

広告宣伝費 　 〃 　 〃

支払運賃 　 〃 　 〃

研究開発費 　 〃 　 〃

   研究開発費は、一般管理費のみで当期製造費用にはありません。

3． 固定資産売却損の内訳

前連結会計年度

当連結会計年度

4． 固定資産除却損の内訳

機械装置及び運搬具

その他 　 〃 　 〃

有形固定資産計 　 〃 　 〃

建物解体費用他 　 〃 　 〃

合計 　 〃 　 〃

5． 減損損失

前連結会計年度

当連結会計年度において、以下の資産について減損損失を計上いたしました。

（減損損失を認識するに至った経緯）

（減損損失の金額及び主な固定資産の種類ごとの当該金額の内容）

土　地 51 百万円

合　計 51 　 〃

（資産のグルーピングの方法）

（回収可能価額の算定方法）

　回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、売却予定価額に基づいて算定しております。

当連結会計年度

  該当事項はありません。

  当連結会計年度に計上した固定資産売却損については、主に土地売却に係る手数料4百万円によるものであり
ます。

9

-

0

7

8

前連結会計年度

-

219

0

当連結会計年度

2,254

87

2,290 百万円

当連結会計年度

788

前連結会計年度

7

当連結会計年度

0

前連結会計年度

当社グループは、事業セグメントを基礎として資産のグルーピングを行っております。なお、遊休資産につ

いては、個々の物件単位でグルーピングを行っております。

百万円

百万円

881

901

281

3

93

90

遊休資産

  該当事項はありません。

上記資産は、翌連結会計年度に売却予定であるため、帳簿価額を回収可能価額まで減損処理しており
ます。

907

9

種類 場所

421

用途

土地 長崎県佐世保市

520

百万円

0

89

百万円

百万円

アツギ株式会社（3529）平成 25 年 3 月期　決算短信
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6． 事業再編損の内訳

固定資産除却損

建物及び構築物

機械装置及び運搬具 　 〃 　 〃

その他 　 〃 　 〃

　有形固定資産計 　 〃 　 〃

除却費用 　 〃 　 〃

　小計 　 〃 　 〃

慰労金その他 　 〃 　 〃

合計 　 〃 　 〃

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度

1． 発行済株式に関する事項

（変動事由の概要）

減少 ： 平成23年５月13日の取締役会の決議による自己株式2,000万株の消却によるものであります。

2． 自己株式に関する事項

（変動事由の概要）

増加 ： 市場買付による取得および単元未満株式の買取りによるものであります。

減少 ：

3． 配当金に関する事項

(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

15,282,940普通株式　(株) 27,828,669

株式の種類

減少

平成23年５月13日の取締役会の決議による自己株式2,000万株の消却および、単元未満株式の買増し

請求による売却であります。

平成24年3月31日 平成24年6月29日

0

平成24年6月28日
定時株主総会

決議

-

-

26

-

50

-

普通株式 利益剰余金 518 3

平成23年3月31日 平成23年6月30日541

7,475,222

基準日

3

配当金の総額
(百万円)

効力発生日

20,020,951

１株当たり
配当額(円)

効力発生日配当の原資
配当金の総額

(百万円)
基準日

１株当たり
配当額(円)

決議

平成23年6月29日
定時株主総会

株式の種類 当連結会計年度期首

普通株式　(株)

普通株式

百万円

14

3

41

株式の種類

増加

増加 当連結会計年度末減少

188,195,689

当連結会計年度末

株式の種類

10

当連結会計年度期首

9

当連結会計年度

百万円

20,000,000208,195,689

-

-

-

-

-

前連結会計年度
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当連結会計年度

1． 発行済株式に関する事項

2． 自己株式に関する事項

（変動事由の概要）

増加 ： 市場買付による取得および単元未満株式の買取りによるものであります。

3． 配当金に関する事項

(1) 配当金支払額

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 次のとおり、決議を予定しております。

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定

預入期間が3ヶ月を超える定期預金

現金及び現金同等物 　 〃 　 〃

株式の種類

当連結会計年度末

普通株式　(株)

7,5457,148

当連結会計年度前連結会計年度

△ 403 　 〃△ 459 　 〃

百万円百万円

平成24年6月29日

効力発生日

188,195,689

効力発生日

3

平成25年6月28日

１株当たり
配当額(円)

利益剰余金

株式の種類

19,322,965

7,608

平成24年3月31日

2,352

7,948

3

基準日

平成25年3月31日

増加

単元未満株式の買増し請求による売却によるものであります。

平成24年6月28日
定時株主総会

4,042,377

普通株式 518

配当金の総額
(百万円)

株式の種類

減少

基準日
１株当たり
配当額(円)

普通株式　(株) 15,282,940

決議

減少 ：

株式の種類 当連結会計年度期首

188,195,689-

減少 当連結会計年度末

-

当連結会計年度期首 増加

普通株式
平成25年6月27日

定時株主総会
506

配当金の総額
(百万円)

決議 配当の原資
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（セグメント情報等）

1． 報告セグメントの概要

2． 報告セグメントごとの売上高､利益又は損失､資産その他の項目の金額の算定方法

3． 報告セグメントごとの売上高､利益又は損失､資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度　（自　平成23年４月１日　　至　　平成24年３月31日）
（単位：百万円）

売上高

その他の項目

- 261 - 261

0 1,104 - 1,104

0 1,065 -1,065

- 39

1,065

- 39

51,141211

1,069

-

△ 2 -- 2

444

22,971444

調整額
(注)2

連結
財務諸表
計上額
(注)3

計

1,980 53,122

1,069

22,973 △ 2

外部顧客への売上高 22,971

-

41,992

2

8,937

1,065

計

セグメント利益 △ 0

22,971632 22,526

21,896

678

632

21,894

報告セグメント
その他
(注)1

不動産事業

3

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。

当社グループは、婦人靴下の製造販売を主要な事業として展開しており、「繊維事業」「不動産事業」を報告セ
グメントとしております。

「繊維事業」は、主に婦人靴下、インナーウエアの製造及び販売を行っております。「不動産事業」は、分譲土地
の購入及び販売、土地及び建物の賃貸事業を行っております。

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は､「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります｡報告セグメントの利益又は損失は､営業利益ベースの数値であります｡

998

繊維事業

セグメント資産

387

セグメント間の内部売上高
又は振替高

22,528

減価償却費    (注)4

持分法適用会社への
投資額

261 -

39のれんの償却額

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

67

50,930

2

計

1,100

- 39

3 1,104

261
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当連結会計年度　（自　平成24年４月１日　　至　　平成25年３月31日）
（単位：百万円）

(注)1.

2. 調整額の内容は以下のとおりです｡

セグメント利益 （単位：百万円）

セグメント資産 （単位：百万円）

※

3. セグメント利益又は損失は､連結財務諸表の営業利益と調整を行っております｡

4. 減価償却費には、長期前払費用に係る償却額が含まれております。

（関連情報）

1． 製品及びサービスごとの情報

   セグメント情報に同様の情報を開示しているため､記載を省略しております｡

2． 地域ごとの情報

(1) 売上高

   本邦の外部顧客への売上高が､連結損益計算書の売上高の90%を超えるため､記載を省略しております｡

合計 1,980

当連結会計年度

1,896

前連結会計年度

前連結会計年度

全社資産

合計

△ 0

持分法適用会社への
投資額

330 - 330

2 710

△ 0

セグメント間取引消去

全社資産は､主に報告セグメントに帰属しない､事業再編により閉鎖した工場に係る土地および長期

投資資金(投資有価証券)であります｡

-

-

1,980 1,896

当連結会計年度

- 710707
有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

706 0

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり､介護用品の仕入および販売で
あります。

- 330

32-

- 330

32 -

減価償却費    (注)4 1,067 62 1,130

32 - 32のれんの償却額

1,131-0 1,131

その他の項目

19743,096 8,678 51,774 1,896 53,86851,971セグメント資産

615 22,671

セグメント間の内部売上高
又は振替高

660 -

計 22,056

3 - 3 3 △ 3

660

△ 3

セグメント利益又は損失（△） 245 421 △ 7

23,104 23,100

667

432

- 23,100

-

432 23,100

-

調整額
(注)2

外部顧客への売上高 22,052 615 22,667

売上高

繊維事業

連結
財務諸表
計上額
(注)3不動産事業 計

報告セグメント
その他
(注)1

計
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(2) 有形固定資産

前連結会計年度　（自　平成23年４月１日　　至　　平成24年３月31日）
（単位：百万円）

当連結会計年度　（自　平成24年４月１日　　至　　平成25年３月31日）
（単位：百万円）

3． 主要な顧客ごとの情報

前連結会計年度　（自　平成23年４月１日　　至　　平成24年３月31日）
（単位：百万円）

当連結会計年度　（自　平成24年４月１日　　至　　平成25年３月31日）
（単位：百万円）

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報）

前連結会計年度　（自　平成23年４月１日　　至　　平成24年３月31日）

当連結会計年度　（自　平成24年４月１日　　至　　平成25年３月31日）

   該当事項はありません。

（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報）

前連結会計年度　（自　平成23年４月１日　　至　　平成24年３月31日）
（単位：百万円）

(注) のれん償却額に関しましては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しております。

当連結会計年度　（自　平成24年４月１日　　至　　平成25年３月31日）
（単位：百万円）

(注) のれん償却額に関しましては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため記載を省略しております。

（報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報）

   該当事項はありません。

186

計

219

全社･消去

186 -当期末残高

繊維事業 不動産事業

186 -

-

-

-

報告セグメント
その他 全社･消去

-219

㈱しまむら

合計

22,789

 顧客の名称又は氏名 売上高

3,372 26,162

219当期末残高

3,090 繊維事業

合計
繊維事業 不動産事業 計

報告セグメント

　全社資産に含まれている売却予定の固定資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減損処理しております。

　なお、当該減損損失51百万円は当連結会計年度に特別損失として計上しております。

その他

 関連するセグメント名

売上高

3,003

 顧客の名称又は氏名

㈱しまむら

 関連するセグメント名

繊維事業

日本 中国 合計

26,312

日本

2,991

合計

23,320

中国
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（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

（貸主側）

1. リース物件の取得価額、減価償却累計額及び期末残高

当連結会計年度

取得価額 百万円 百万円

減価償却累計額 　 〃 　 〃

期末残高 　 〃 　 〃

2. 未経過リース料期末残高相当額

当連結会計年度

百万円 百万円

　 〃 　 〃

　 〃 　 〃

3. 受取リース料、減価償却費及び受取利息相当額

当連結会計年度

受取リース料 百万円 百万円

減価償却費 　 〃 　 〃

受取利息相当額 　 〃 　 〃

4. 受取利息相当額の算定方法

   受取利息相当額の各期への配分方法については、利息法により算定しております。

（減損損失）

   リース資産に配分された減損損失はありません。

（開示の省略）

1 年 内 97

合 計 583

1 年 超 486

前連結会計年度

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

45

776

金融商品、デリバティブ取引、賃貸等不動産、関連当事者との取引に関する注記事項については、決算短信にお

ける開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。

486

97

52

388

776

416

建物      

359

97

364

建物

50

前連結会計年度

前連結会計年度

97

411

46
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（税効果会計関係）

   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

当連結会計年度
繰延税金資産

賞与引当金 百万円 百万円

貸倒引当金 　 〃 　 〃

退職給付引当金 　 〃 　 〃

減価償却超過額 　 〃 　 〃

未払金 　 〃 　 〃

未払事業税 　 〃 　 〃

繰越欠損金 　 〃 　 〃

通貨オプション 　 〃 　 〃

その他 　 〃 　 〃

繰延税金資産小計 　 〃 　 〃

評価性引当額 　 〃 　 〃

繰延税金資産合計 　 〃 　 〃

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 百万円 百万円

通貨オプション 　 〃 　 〃

その他 　 〃 　 〃

繰延税金負債合計 　 〃 　 〃

繰延税金資産（負債）の純額 　 〃 　 〃

再評価に係る繰延税金負債

土地再評価差額金（損） 百万円 百万円

評価性引当額 　 〃 　 〃

土地再評価差額金（益） 　 〃 　 〃

再評価に係る繰延税金負債の純額 　 〃 　 〃

繰延税金資産（負債）の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含まれております。

当連結会計年度

流動資産　－　繰延税金資産 百万円 百万円

固定資産　－　繰延税金資産 　 〃 　 〃

固定負債　－　繰延税金負債 　 〃 　 〃

230 0

2,152 2,152

1,6541,654

△ 1,654

2,152

△ 1,654

2,152

454

△ 2,128

593

△ 145

△ 389

△ 500

△ 145

-

-

△ 20

△ 90

1,204

4

16

368

31

440

250

339

212

48

5

51

90

△ 304

363

-

239

196

△ 213

739

△ 2,179

2,919

前連結会計年度

286

424

-

1,042

2,415

前連結会計年度
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（有価証券関係）

1. その他有価証券

前連結会計年度
（単位：百万円）

当連結会計年度
（単位：百万円）

　

(注)

2．当連結会計年度中に売却したその他有価証券

前連結会計年度
（単位：百万円）

当連結会計年度
（単位：百万円）

3．減損処理を行った有価証券

その他有価証券について減損処理を行っております。

1,488

7,155 5,681

非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表には

含めておりません。

種類

1,473

株式

種類 売却損の合計額

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

298

5,331

23 5

0

売却益の合計額売却額

95

335

株式

差額

株式

取得原価

6,819

△ 1

350

6,819

1,488

△ 13

△ 15

合計

321

種類
連結貸借対照表

計上額

30

小計

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

13

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株式 3,937 3,118 819

その他 10 9 0

小計 3,948 3,127 820

　なお、減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理

を行い、30～50％程度の下落については、回復可能性を考慮して減損処理を行うこととしております。また、市場

価格のない株式については、発行会社の財政状態の悪化により実質価格が著しく低下していると判断したものに

ついて減損処理を行うこととしております。

2,261 2,541 △ 280

その他 40 △ 10

小計

株式

△ 290

529

2,5822,291

前連結会計年度

（単位：百万円）

前連結会計年度

103

当連結会計年度

種類
連結貸借対照表

計上額

その他

11

15

合計 6,239 5,710

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

5,331

335

127

当連結会計年度

-

（単位：百万円）

103

小計

株式

売却額 売却益の合計額 売却損の合計額
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（退職給付関係）

1. 採用している退職給付制度の概要

2. 退職給付債務に関する事項

退職給付債務

退職給付引当金 　 〃 　 〃

   当社、国内連結子会社および一部の海外子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。

3. 退職給付費用に関する事項

勤務費用

退職給付費用 　 〃 　 〃

（１株当たり情報）

円 44 銭

円 79 銭

(注) １株当たり当期純利益金額の算定基礎

（重要な後発事象）

   該当事項はありません。

（部門別販売実績の状況）
（単位：百万円）

前連結会計年度

自　平成24年 ４ 月 １ 日

至　平成25年 ３ 月 31日

金額

自　平成23年 ４ 月 １ 日

金額

普通株式の期中平均株式数（千株）

302

比較増減

-

当連結会計年度

302

当期純利益金額（百万円）

普通株主に帰属しない金額（百万円）

普通株式に係る当期純利益金額（百万円）

23,100 100.0%

169,370

19,389

22,052

2,663 11.5%

構成比

615 2.6%

△ 11

△ 165

129 0.6%

△2.7%

△ 17 △2.8%

△5.9%

158

靴 下

イ ン ナ ー ウ エ ア

19,065

2,829

増減率

0.7%

84.0%

金額

1.7%324

432

632

1.9%444

　　　　　　　　　　期別

　　区分

95.5%

至　平成24年 ３ 月 31日

83.0%

構成比

12.3%

計

95.3%

2.8%

1.9%

100.0%

不 動 産

22,971

そ の 他

21,894繊 維 計

項目 当連結会計年度

269

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

1

   潜在株式が存在しないため記載しておりません。

102

１株当たり純資産額

１株当たり当期純利益金額

百万円 百万円97

97

当社、国内連結子会社および一部の海外子会社は確定給付型の退職一時金制度を採用しております。なお、

従業員の退職等に際して、退職給付会計に準拠した数理計算による退職給付債務の対象とされない割増退職金

を支払う場合があります。

当連結会計年度

102

当連結会計年度前連結会計年度

1,2451,279

1,245

当連結会計年度前連結会計年度

百万円 百万円1,279
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,193 5,761

受取手形 85 75

売掛金 3,900 3,672

商品及び製品 3,779 3,686

原材料及び貯蔵品 38 48

前渡金 4 0

前払費用 68 62

繰延税金資産 361 88

未収入金 1,319 1,311

通貨オプション － 237

その他 115 130

貸倒引当金 △15 △18

流動資産合計 14,850 15,056

固定資産   

有形固定資産   

建物 14,939 14,910

減価償却累計額 △9,836 △10,038

建物（純額） 5,103 4,871

構築物 1,014 1,039

減価償却累計額 △875 △888

構築物（純額） 138 151

機械及び装置 734 715

減価償却累計額 △696 △683

機械及び装置（純額） 37 32

車両運搬具 31 31

減価償却累計額 △29 △30

車両運搬具（純額） 2 1

工具、器具及び備品 498 516

減価償却累計額 △451 △477

工具、器具及び備品（純額） 46 39

土地 16,740 16,550

有形固定資産合計 22,068 21,646

無形固定資産   

ソフトウエア 23 19

その他 2 2

無形固定資産合計 25 21
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 6,343 7,258

関係会社株式 466 466

出資金 0 0

関係会社出資金 4,622 4,622

関係会社長期貸付金 4,724 4,648

破産更生債権等 0 0

長期前払費用 53 36

繰延税金資産 230 －

その他 188 192

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 16,628 17,225

固定資産合計 38,723 38,894

資産合計 53,574 53,950

負債の部   

流動負債   

支払手形 240 310

買掛金 2,760 2,736

未払金 703 570

未払費用 97 96

未払法人税等 301 41

未払消費税等 － 50

前受金 68 48

預り金 21 28

賞与引当金 83 80

通貨オプション 659 －

流動負債合計 4,936 3,963

固定負債   

繰延税金負債 － 297

再評価に係る繰延税金負債 2,169 2,169

退職給付引当金 1,220 1,196

長期預り保証金 321 274

長期預り敷金 233 233

固定負債合計 3,944 4,170

負債合計 8,881 8,134
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当事業年度 
(平成25年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 31,706 31,706

資本剰余金   

資本準備金 7,927 7,927

その他資本剰余金 225 225

資本剰余金合計 8,152 8,152

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 7,414 7,577

利益剰余金合計 7,414 7,577

自己株式 △1,725 △2,112

株主資本合計 45,547 45,323

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 363 1,070

繰延ヘッジ損益 △492 146

土地再評価差額金 △725 △725

評価・換算差額等合計 △853 491

純資産合計 44,693 45,815

負債純資産合計 53,574 53,950
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（２）損益計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高   

商品売上高 79 50

製品売上高 22,074 22,154

売上高合計 22,153 22,205

売上原価   

商品期首たな卸高 272 195

製品期首たな卸高 2,838 3,584

当期商品仕入高 2 6

当期製品仕入高 15,296 15,155

商品期末たな卸高 195 153

製品期末たな卸高 3,584 3,533

他勘定受入高 235 244

他勘定振替高 19 24

売上原価合計 14,846 15,474

売上総利益 7,306 6,730

販売費及び一般管理費 6,179 5,985

営業利益 1,127 745

営業外収益   

受取利息 115 109

受取配当金 133 206

受取賃貸料 296 274

その他 41 52

営業外収益合計 586 643

営業外費用   

固定資産賃貸費用 168 158

為替差損 555 61

租税公課 65 46

その他 72 82

営業外費用合計 862 349

経常利益 851 1,039

特別利益   

投資有価証券売却益 0 23

特別利益合計 0 23

特別損失   

固定資産売却損 － 4

固定資産除却損 7 0

投資有価証券評価損 127 －

投資有価証券売却損 11 5

ゴルフ会員権評価損 － 4

減損損失 51 －

事業再編損 30 －

特別損失合計 228 14

税引前当期純利益 623 1,048

法人税、住民税及び事業税 294 103

法人税等還付税額 － △44

法人税等調整額 △77 306

法人税等合計 217 366

当期純利益 406 682
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 31,706 31,706

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 31,706 31,706

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 7,927 7,927

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 7,927 7,927

その他資本剰余金   

当期首残高 2,720 225

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △2,494 －

当期変動額合計 △2,495 △0

当期末残高 225 225

資本剰余金合計   

当期首残高 10,647 8,152

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

自己株式の消却 △2,494 －

当期変動額合計 △2,495 △0

当期末残高 8,152 8,152

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

当期首残高 7,811 7,414

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 406 682

土地再評価差額金の取崩 △262 －

当期変動額合計 △397 163

当期末残高 7,414 7,577

利益剰余金合計   

当期首残高 7,811 7,414

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 406 682

土地再評価差額金の取崩 △262 －

当期変動額合計 △397 163

当期末残高 7,414 7,577
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

自己株式   

当期首残高 △3,503 △1,725

当期変動額   

自己株式の取得 △718 △387

自己株式の処分 2 0

自己株式の消却 2,494 －

当期変動額合計 1,778 △386

当期末残高 △1,725 △2,112

株主資本合計   

当期首残高 46,661 45,547

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 406 682

自己株式の取得 △718 △387

自己株式の処分 2 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 △262 －

当期変動額合計 △1,114 △223

当期末残高 45,547 45,323

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △10 363

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 374 706

当期変動額合計 374 706

当期末残高 363 1,070

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △940 △492

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 448 639

当期変動額合計 448 639

当期末残高 △492 146

土地再評価差額金   

当期首残高 △1,457 △725

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 731 －

当期変動額合計 731 －

当期末残高 △725 △725

評価・換算差額等合計   

当期首残高 △2,408 △853

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,554 1,345

当期変動額合計 1,554 1,345

当期末残高 △853 491
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 44,253 44,693

当期変動額   

剰余金の配当 △541 △518

当期純利益 406 682

自己株式の取得 △718 △387

自己株式の処分 2 0

自己株式の消却 － －

土地再評価差額金の取崩 △262 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,554 1,345

当期変動額合計 440 1,122

当期末残高 44,693 45,815
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  (4)　個別財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

   該当事項はありません。

(重要な会計方針)

1．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式

   移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等による時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定している。）

時価のないもの

移動平均法による原価法

2．デリバティブの評価基準及び評価方法

   時価法

3．たな卸資産の評価基準及び評価方法

   移動平均法による原価法

   ただし、土地は個別法による原価法

   （貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）

4．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

   定率法

   ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については、定額法によっております。

   主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 15～65年

(2) 無形固定資産

   定額法

   なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）による定額法によっております。

5．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

(2) 賞与引当金

   従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度対応分を計上しております。

(3) 退職給付引当金

   売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

   従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務として自己都合要支給額を計上してお

ります。
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6．ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

   繰延ヘッジ処理によっております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

   (ヘッジ手段) 通貨オプション

   (ヘッジ対象) 外貨建予定取引

(3) ヘッジ方針

(4) ヘッジ有効性評価の方法

7．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理方法

   税抜方式によっております。

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。なお、これによる当事業年度の営業利益、経常

利益および税引前当期純利益に与える影響は軽微であります。

   外貨建予定取引については、過去の取引実績等を総合的に勘案し、取引の実行可能性が極めて高いことを事

前および事後に確認しております。

   為替変動リスクを回避する目的で通貨オプション取引を行っております。ヘッジ対象の識別は個別契約ごとに

行っております。
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（貸借対照表関係）

1. 関係会社に対する主な資産・負債

流動資産

売掛金

未収入金 　 〃 　 〃

流動負債

買掛金

未払金 　 〃 　 〃

2.

・再評価を行った年月日 平成14年３月31日

・再評価の方法

・再評価を行った土地の当事業年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

3. 期末日満期手形

   期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

   なお、当事業年度末日は金融機関の休日であったため、次の期末満期手形が期末残高に含まれております。

受取手形

4. 貸出コミットメント契約

   当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、金融機関5行と貸出コミットメント契約を締結しております。

   当事業年度末における貸出コミットメントに係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額

借入実行残高

差引額

（損益計算書関係）

1. 売上原価に算入されている期末たな卸高に係る収益性の低下に伴う簿価切下げ額

1 -

百万円

3,000

当事業年度

271

3,000 　 〃

前事業年度

208 百万円

前事業年度

119 百万円

「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日　公布法律第34号　最終改正平成15年５月30日）に基づき、事

業用土地の再評価を行っております。なお、再評価差額については、「土地の再評価に関する法律の一部を改正

する法律」（平成11年３月31日　公布法律第24号）に基づき、当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に係

る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上

しております。

1,201

1,431

当事業年度

当事業年度

百万円

48

百万円

前事業年度

当事業年度前事業年度

百万円

対象となる事業用土地の地域性、重要性及び用途を考慮して、土地の再評価に関する

法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第３項に定める地方税法「昭

和25年法律第226号」第341条第10号の土地課税台帳に登録されている価格に合理的

な調整を行って算定する方法、及び第４項に定める地価税法（平成３年法律第69号）第

16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算出するために

国税庁長官が定めて公表した方法により算出した価格に合理的な調整を行って算定

する方法、また、第５項に定める不動産鑑定士による鑑定評価による方法で算定してお

ります。

1,231

前事業年度

1,506 百万円

△ 4,493

3,000

　 〃

百万円百万円 3,000

百万円

- 　 〃

△ 4,449

前事業年度 当事業年度

百万円 4 百万円

　 〃

6

当事業年度

-
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2. 関係会社との取引

製品売上高

製品仕入高 　 〃 　 〃

業務代行料 　 〃 　 〃

倉敷料 　 〃 　 〃

受取利息 　 〃 　 〃

受取賃貸料 　 〃 　 〃

3. 販売費及び一般管理費のうち主要な費目

給料手当等

賞与引当金繰入額 　 〃 　 〃

退職給付費用 　 〃 　 〃

貸倒引当金繰入額 　 〃 　 〃

業務代行料 　 〃 　 〃

広告宣伝費 　 〃 　 〃

支払運賃 　 〃 　 〃

倉敷料 　 〃 　 〃

減価償却費 　 〃 　 〃

賃借料 　 〃 　 〃

研究開発費 　 〃 　 〃

   研究開発費は、一般管理費のみで当期製造費用にはありません。

4． 固定資産売却損の内訳

前事業年度

当事業年度

5. 固定資産除却損の内訳

機械及び装置

工具、器具及び備品

有形固定資産計 　 〃 　 〃

建物解体費用他 　 〃 　 〃

合計 　 〃 　 〃

6. 減損損失

前事業年度

　当事業年度において、以下の資産について減損損失を計上いたしました。

（減損損失を認識するに至った経緯）

　上記資産は、翌事業年度に売却予定であるため、帳簿価額を回収可能価額まで減損処理しております。

（減損損失の金額及び主な固定資産の種類ごとの当該金額の内訳）

土　地 51 百万円

合　計 51 　 〃

前事業年度

296 274

前事業年度

0

81

131

0

81

664

0

821

141

  該当事項はありません。

  当事業年度に計上した固定資産売却損については、主に土地売却に係る手数料4百万円によるものでありま
す。

907

660

152

百万円

660

110

13,204

3

800806

　 〃

7

0

百万円

157

150

-7

0

0

266

百万円

-

当事業年度

108

418

221

142

　 〃

0

百万円

76

当事業年度

1,446 百万円百万円

13,162

前事業年度

489

84

664

113

80

当事業年度

1,474

用途 種類 場所

遊休資産 土地 長崎県佐世保市
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（資産のグルーピングの方法）

（回収可能価額の算定方法）

　回収可能価額は、正味売却価額により測定しており、売却予定価額に基づいて算定しております。

当事業年度

7. 事業再編損の内訳

固定資産除却損

建物及び構築物

　有形固定資産計 　 〃 　 〃

除却費用 　 〃 　 〃

合計 　 〃 　 〃

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度

自己株式に関する事項

（変動事由の概要）

増加 ： 市場買付による取得および単元未満株式の買取りによるものであります。

減少 ：

当事業年度

自己株式に関する事項

（変動事由の概要）

増加 ： 市場買付による取得および単元未満株式の買取りによるものであります。

株式の種類

減少 ：

当事業年度末

普通株式　(株) 27,828,669 7,475,222

19,322,965

株式の種類

20,020,951 15,282,940

-

当事業年度期首 増加 減少

当事業年度期首

3

前事業年度 当事業年度

普通株式　(株) 15,282,940 4,042,377 2,352

増加

3 -

26

当事業年度末

百万円

-

　当社は、事業セグメントを基礎として資産のグルーピングを行っております。なお、遊休資産については、

個々の物件単位でグルーピングを行っております。

　該当事項はありません。

30 -

単元未満株式の買増し請求による売却によるものであります。

平成23年５月13日の取締役会の決議による自己株式2,000万株の消却および、単元未満株式の買増し

請求による売却であります。

減少

百万円
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（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

（貸主側）

1. リース物件の取得価額、減価償却累計額及び期末残高

取得価額 百万円 百万円

減価償却累計額 　 〃 　 〃

期末残高 　 〃 　 〃

2. 未経過リース料期末残高相当額

百万円 百万円

　 〃 　 〃

　 〃 　 〃

3. 受取リース料、減価償却費及び受取利息相当額

受取リース料 百万円 百万円

減価償却費 　 〃 　 〃

受取利息相当額 　 〃 　 〃

4. 受取利息相当額の算定方法

　受取利息相当額の各期への配分方法については、利息法により算定しております。

（減損損失）

   リース資産に配分された減損損失はありません。

（有価証券関係）

子会社株式 百万円 百万円

(注)

416

前事業年度

当事業年度

388

50

前事業年度 当事業年度

486

前事業年度

子会社株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価

については記載しておりません。

776776

当事業年度

466

411

当事業年度

359

1 年 超

97

前事業年度

97

466

46

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

合 計 486583

1 年 内 97

建物 建物      

45

97

364

52
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（税効果会計関係）

   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

賞与引当金 百万円 百万円

貸倒引当金 　 〃 　 〃

退職給付引当金 　 〃 　 〃

減価償却超過額 　 〃 　 〃

未払金 　 〃 　 〃

未払事業税 　 〃 　 〃

通貨オプション 　 〃 　 〃

その他 　 〃 　 〃

繰延税金資産小計 　 〃 　 〃

評価性引当額 　 〃 　 〃

繰延税金資産合計 　 〃 　 〃

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 百万円 百万円

通貨オプション 　 〃 　 〃

その他 　 〃 　 〃

繰延税金負債合計 　 〃 　 〃

繰延税金資産（負債）の純額 　 〃 　 〃

再評価に係る繰延税金負債

土地再評価差額金（損） 百万円 百万円

評価性引当額 　 〃 　 〃

土地再評価差額金（益） 　 〃 　 〃

再評価に係る繰延税金負債の純額 　 〃 　 〃

繰延税金資産（負債）の純額は、貸借対照表の以下の項目に含まれております。

流動資産　－　繰延税金資産 百万円 百万円

固定資産　－　繰延税金資産 　 〃 　 〃

固定負債　－　繰延税金負債 　 〃 　 〃

△ 493

284

2,482

1,036

1,936

1,199

△ 145 △ 382

△ 145

2,169

1,654

△ 1,654

2,169

1,654

592 △ 208

2,169

前事業年度 当事業年度

230 -

361 88

- △ 297

△ 1,652

737

△ 1,745

250 -

190

1431

31

336

183

427

前事業年度

4

30

5

当事業年度

△ 1,654

2,169

438

△ 20

-

-

△ 90

239
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（１株当たり情報）

円 銭

円 銭

(注) １株当たり当期純利益金額の算定基礎

（重要な後発事象）

   該当事項はありません。

以　上

当事業年度

271１株当たり純資産額

4１株当たり当期純利益金額

30

03

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

当事業年度項目

682当期純利益金額（百万円）

-

682

169,370

普通株主に帰属しない金額（百万円）

普通株式に係る当期純利益金額（百万円）

普通株式の期中平均株式数（千株）
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